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図 1 イントラネットの構成

イントラネットとは
　インターネットとよく比較されるのがイントラネッ 
トですが、これはインターネットの仕組みを社内に再 
現したクローズドな世界のインターネットといえます。 
内部（intra）のネットワーク（net）という語源から、イン 
トラネット（intranet）と呼ばれるようになりました。同 
じようなネットワークであるとすれば、既存の企業内 
情報システム、たとえばホスト集中型システムや、企 
業内LAN注1）による販売管理システムなどと違いがな 
いように思われます。では、何が違うのか。通常の企 
業内情報システムでは、たとえば販売管理システムに 
はそれに特有のソフトウェアがあり、それを立ち上げ 
て使う、またワープロのときは、ワープロ専用のソフ 
トを起動させて使うというように、それぞれが別々の 
ソフトウェアであるため、いくつものソフトウェアを 
動かす必要があります。また、それらの操作をいちい 
ち覚える必要があります。一方、イントラネットでは、 
別々のソフトウェアを使うのでなく、同一のブラウザ 
だけを使います。具体的には、電子メールにも文書デー 
タ検索にも販売管理にも会計処理にも、すなわちオ 
フィスにおける情報処理のすべてをネットスケープ・ 
ナビゲータやインターネット・エクスプローラのよう 
なブラウザ画面の中で処理できるような仕組みがイン 
トラネットです。これらを実現しているのがWEBサー 
バに代表されるインターネット特有の技術です。

インターネットとイントラネットの違い
　結局、現在のインターネットとイントラネットは、と 
もにブラウザでの画面操作がキーワードになっていま 
す。この仕組みが社内で適用されれば、「イントラネッ 
ト」になり、これが社外（すなわち全世界）に適用され 
れば「インターネット」になります。
計装分野でのインターネット、イントラネット

　今や、工業計測や計装の分野においてもインター 
ネットやイントラネットの技術が活用され始めていま 
す。これまでも多くの設備産業では、工場内の各現場 
や中央操作室に監視・制御用あるいは生産管理用のパ 
ソコンが数多く設置され、これらのパソコンは LAN 【（株）エム・システム技研 電算課】

（Ethernet）で接続されていました。そして、これらのパ 
ソコンに搭載されるソフトウェアは、たとえばプロセ 
ス監視・操作用のSCADAソフトやデータロガーなど、 
目的に応じた専用ソフトが用いられていました。しか 
し、最近は工場内にWebサーバを設置し、各パソコン 
にはブラウザソフトだけを搭載して、Web サーバで蓄 
積、加工された情報を、必要なときに必要な形で取り 
出して処理できる、便利なシステムが多く実用化され 
ています。このようなシステムは工場内イントラネッ 
トといえます。さらに、プロバイダ（接続業者）と専用 
契約を結び、社外のネットワークや現場に置かれた 
サーバからも、インターネット経由で情報を取り出せ 
るシステムが登場しています。
　今後、このような技術は、高速データ通信回線や携 
帯電話をはじめとする通信インフラの進歩と相まっ 
て、その普及の速度にますます拍車がかかるものと考 
えられます。　　　

インターネットとイントラネット（2）

注 1） LAN とは「Local Area Network」の略であり、社内や家庭内 
などの限定された範囲に設置されているコンピュータ同士 
を専用のケーブルで接続し、互いに通信ができるようにし 
たネットワークのことです。

注 2） WAN とは「Wide Area Network」の略であり、本支店間の 
ネットワークなど、比較的広い範囲をカバーするネット 
ワークのことです。インターネットとの違いは、インター 
ネットは不特定多数が対象であるのに対し、WAN は、地域 
の異なる同一組織内に限定されたネットワークです。

注 3） Firewal l とは、組織内のネットワークとインターネットと 
の間に設置し、外部から内部への不正なアクセスを防ぐセ 
キュリティシステムです


